
○学校施設の基本情報

建物敷地 運動場 計

○小中一貫校の設置場所について

①現生駒北小学校用地とする場合

利点

課題

②現生駒北中学校用地とする場合

利点

課題

生駒北小学校
明治7年
（築S37～44年）

11,358 8,588 19,946

学校・園名
開校年度
（建築年度）

校地面積（㎡）

生駒北中学校
昭和22年
（築S47～53年）

5,157 18,250 23,407 4,121

・地形が長方形に近く、正形の敷地であるため、利用しやすい。

・体育館をそのまま活用する。（ただし、外壁等の改修を実施する予定）

・部活動の場所が広く取れる。

・中学校の玄関への進入路が狭い。

4,502

校舎（㎡） 体育館（㎡）

800

1,000

・現在のバス停から少し離れている。

・県道（枚方大和郡山線）の交通量が多いため、この県道を利用する通学
児童・生徒の安全面が懸念される。

・校門に面する道路が比較的交通量が少なく安全。

・現在のバス停から近い。

・中学校に比べて用地が狭くなる。

・地形が細長く、段差があるなど、利用にあたっての制約がある。

・運動場の形状などから、中学校の部活動（特に野球部）に支障が生じる
可能性がある。

・面積が広い。


